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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第141期
第２四半期
連結累計期間

第142期
第２四半期
連結累計期間

第141期

会計期間
自　平成25年１月１日
至　平成25年６月30日

自　平成26年１月１日
至　平成26年６月30日

自　平成25年１月１日
至　平成25年12月31日

売上高 (百万円) 14,641 15,660 30,464

経常利益 (百万円) 287 150 558

四半期(当期)純利益 (百万円) 370 81 587

四半期包括利益又は
包括利益

(百万円) 550 128 871

純資産額 (百万円) 24,207 24,118 24,528

総資産額 (百万円) 110,543 89,061 109,218

１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) 2.98 0.65 4.72

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 19.8 24.3 20.2

営業活動によるキャッ
シュ・フロー

(百万円) 6,952 △1,827 11,144

投資活動によるキャッ
シュ・フロー

(百万円) △814 △2,105 △1,059

財務活動によるキャッ
シュ・フロー

(百万円) △5,563 2,648 △8,783

現金及び現金同等物の
四半期末（期末）残高

(百万円) 4,864 4,306 5,591
 

 

 

回次
第141期
第２四半期
連結会計期間

第142期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自　平成25年４月１日
至　平成25年６月30日

自　平成26年４月１日
至　平成26年６月30日

１株当たり四半期純利益
又は四半期純損失（△）

(円) △1.12 0.52
 

(注)　１.　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移につい

    ては記載しておりません。

　　　２.　売上高には、消費税等は含まれておりません。

　　　３.　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式がないため記載しており

　　 ません。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社および当社の関係会社）において営まれている事業の内

容について、重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生または前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等

のリスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 経営成績の分析

当第２四半期連結累計期間（平成26年１月～６月）におけるわが国の経済は、消費税増税による駆け込み需要の反

動減が一部にありましたが、設備投資関連の底堅さ等から堅調に推移しました。一方、石油業界においては、石油製

品市況の回復が見られるものの、構造的な石油製品需要の減少が継続しております。このような状況のもとで、当社

グループは、石油事業においては受託精製を行い、電気事業においては電力卸供給を行って参りました。

　当第２四半期連結累計期間の原油・原料油処理量は、平成26年４～５月の期間に装置の稼働を停止し、定期修理・

点検工事を実施したことにより1,821千キロリットル（前年同四半期比29.0％減）となりました。また、当第２四半期

連結累計期間の業績は、売上高15,660百万円（前年同四半期比 7.0％増）、営業利益423百万円（前年同四半期比

19.7％増）、経常利益150百万円（前年同四半期比 47.6％減）、四半期純利益81百万円（前年同四半期比 78.1％減）

となりました。

 

セグメントの業績は、次のとおりであります。

＜石油事業部門＞

より低価格な原油の処理ならびにコスト削減に努めたものの、平成26年１月～３月の石油製品市況低迷の影響

を受けました。

　以上の結果、売上高は15,013百万円（前年同四半期比9.8%増）、セグメント利益（営業利益）は36百万円（前

年同四半期は204百万円の営業損失）となりました。

 

＜電気事業部門＞

定期点検工事期間を除き、東京電力株式会社と締結している電力受給契約に基づき、概ね安定的に電力を供給

いたしました。

　以上の結果、売上高は6,594百万円（前年同四半期比2.6%減）、セグメント利益（営業利益）は387百万円（前

年同四半期比30.6%減）となりました。
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(2) 財政状態の分析

当第２四半期連結会計期間末における総資産は89,061百万円となり、前連結会計年度末に比べ20,157百万円の減少

となりました。これは主に立替揮発油税等が減少したことによるものです。

　負債は64,942百万円となり、前連結会計年度末に比べ19,748百万円の減少となりました。これは主に未払揮発油税

等が減少したことによるものです。

　純資産は24,118百万円となり、前連結会計年度末に比べ409百万円の減少となりました。これは主に四半期純利益の

増加を配当の支出が上回り利益剰余金が減少したことによるものです。

 

以上の結果、当第２四半期連結会計期間末における自己資本比率は24.3％となりました。

 

(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は4,306百万円（前年同四半期末は4,864百万円）となり

ました。

　営業活動によるキャッシュ・フローは、減価償却費、未払費用の増加などの収入を、修繕引当金、未払消費税等の

減少などの支出が上回ったことにより、1,827百万円の純支出（前年同四半期は6,952百万円の純収入）となりまし

た。

　投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得による支出などにより、2,105百万円の純支出（前年同

四半期は814百万円の純支出）となりました。

　財務活動によるキャッシュ・フローは短期借入金の増加などにより、2,648百万円の純収入（前年同四半期は5,563

百万円の純支出）となりました。

 

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

＜対処すべき課題＞

当第２四半期連結累計期間において、当社グループの事業上および財務上の対処すべき課題に重要な変更およ

び新たに生じた課題はありません。

 

＜財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針＞

当社は、エネルギー安定供給の一翼を担う昭和シェル石油グループの東日本への石油製品の供給を担当する基

幹石油精製会社であります。今後も昭和シェル石油グループの一員として同グループ各社との連携を一層強化

し、事業の持続的発展をはかるものであります。

 

(5) 研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 300,000,000

計 300,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成26年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成26年８月11日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 124,435,000 124,435,000
東京証券取引所
（市場第二部）

単元株式数は
1,000株であります。

計 124,435,000 124,435,000 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成26年６月30日 ― 124,435 ― 8,415 ― 4,687
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(6) 【大株主の状況】

 

平成26年６月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

昭和シェル石油株式会社 東京都港区台場二丁目３番２号 62,344 50.10

東京海上日動火災保険株式会社 東京都千代田区丸の内一丁目２番１号 2,184 1.76

日本証券金融株式会社 東京都中央区日本橋茅場町一丁目２番10号 1,851 1.49

三井住友海上火災保険株式会社 東京都千代田区神田駿河台三丁目９番地 1,593 1.28

日本トラスティ・サービス信託
銀行株式会社(信託口4)

東京都中央区晴海一丁目８番11号 1,429 1.15

服　部　圭　司 東京都 1,303 1.05

東亜石油従業員持株会 神奈川県川崎市川崎区水江町３番１号 1,156 0.93

松井証券株式会社 東京都千代田区麹町一丁目４番 1,108 0.89

株式会社損害保険ジャパン 東京都新宿区西新宿一丁目２６番１号 969 0.78

ＣＢＮＹ　ＤＦＡ　ＩＮＴＬ　
ＳＭＡＬＬ 　ＣＡＰ 　ＶＡＬＵ
Ｅ　ＰＯＲＴＦＯＬＩＯ
（常任代理人　シティバンク銀
行株式会社）

３８８ ＧＲＥＥＮＷＩＣＨ ＳＴＲＥＥＴ，
ＮＹ， ＮＹ １００１３， ＵＳＡ
（東京都品川区東品川二丁目３番14号）

759 0.61

計 ― 74,696 60.03
 

 

EDINET提出書類

東亜石油株式会社(E01073)

四半期報告書

 7/20



 

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   平成26年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式 　25,000

―
株主としての権利内容に制限のな
い、標準となる株式

完全議決権株式(その他)
普通株式

124,318,000
124,318 同上

単元未満株式
普通株式
92,000

― 同上

発行済株式総数 124,435,000 ― ―

総株主の議決権 ― 124,318 ―
 

(注)　１ 「完全議決権株式(その他)」には、証券保管振替機構名義の株式が12,000株(議決権12個)が含まれておりま

す。

２ 「単元未満株式」には当社所有の自己株式240株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

  平成26年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
東亜石油株式会社

神奈川県川崎市川崎区
水江町３番１号

25,000 ― 25,000 0.0

計 ― 25,000 ― 25,000 0.0
 

 

２ 【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成26月４月１日から平成

26年６月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成26年１月１日から平成26年６月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、あらた監査法人により四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(平成25年12月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成26年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 5,391 3,971

  売掛金 2,822 3,248

  たな卸資産 ※1  2,180 ※1  2,700

  立替揮発油税等 45,559 24,874

  その他 1,481 1,912

  流動資産合計 57,434 36,706

 固定資産   

  有形固定資産   

   構築物（純額） 6,551 6,301

   機械及び装置（純額） 17,538 19,073

   土地 19,845 19,845

   その他（純額） 3,448 3,365

   有形固定資産合計 47,383 48,584

  無形固定資産 54 39

  投資その他の資産 4,346 3,730

  固定資産合計 51,784 52,354

 資産合計 109,218 89,061

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 1,145 779

  短期借入金 21,737 25,639

  未払揮発油税等 43,389 23,031

  引当金 257 277

  その他 5,662 7,406

  流動負債合計 72,191 57,134

 固定負債   

  長期借入金 3,229 2,509

  退職給付引当金 1,949 1,893

  特別修繕引当金 2,152 2,219

  修繕引当金 4,232 229

  その他 936 954

  固定負債合計 12,498 7,807

 負債合計 84,690 64,942
 

 

EDINET提出書類

東亜石油株式会社(E01073)

四半期報告書

10/20



 

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(平成25年12月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成26年６月30日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 8,415 8,415

  資本剰余金 4,687 4,687

  利益剰余金 8,787 8,371

  自己株式 △3 △4

  株主資本合計 21,886 21,469

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 195 212

  その他の包括利益累計額合計 195 212

 少数株主持分 2,446 2,437

 純資産合計 24,528 24,118

負債純資産合計 109,218 89,061
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年１月１日
　至 平成25年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年１月１日
　至 平成26年６月30日)

売上高 14,641 15,660

売上原価 13,673 14,740

売上総利益 967 920

販売費及び一般管理費 ※1  613 ※1  496

営業利益 354 423

営業外収益   

 受取利息 1 1

 受取配当金 2 3

 業務受託料 6 332

 受取保証料 3 4

 還付加算金 19 0

 損害賠償受入額 51 -

 その他 7 12

 営業外収益合計 92 353

営業外費用   

 支払利息 122 96

 有形固定資産処分損 1 175

 業務受託費用 3 330

 その他 32 24

 営業外費用合計 159 627

経常利益 287 150

特別利益   

 補助金収入 306 132

 受取保険金 171 -

 特別利益合計 477 132

特別損失   

 関係会社事業整理損失 1 18

 特別損失合計 1 18

税金等調整前四半期純利益 763 264

法人税、住民税及び事業税 313 5

法人税等調整額 △25 147

法人税等合計 287 152

少数株主損益調整前四半期純利益 475 111

少数株主利益 105 30

四半期純利益 370 81
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年１月１日
　至 平成25年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年１月１日
　至 平成26年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 475 111

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 74 16

 その他の包括利益合計 74 16

四半期包括利益 550 128

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 445 97

 少数株主に係る四半期包括利益 105 30
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年１月１日
　至 平成25年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年１月１日
　至 平成26年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益 763 264

 減価償却費 2,609 2,474

 有形固定資産除却損 1 175

 引当金の増減額（△は減少） △28 22

 退職給付引当金の増減額（△は減少） △24 △55

 修繕引当金の増減額（△は減少） 1,085 △4,002

 特別修繕引当金の増減額（△は減少） 194 67

 受取利息及び受取配当金 △4 △4

 支払利息 122 96

 売上債権の増減額（△は増加） 1,363 △426

 たな卸資産の増減額（△は増加） 152 △519

 立替揮発油税等の増減額（△は増加） 1,136 20,685

 仕入債務の増減額（△は減少） △341 △365

 未払費用の増減額（△は減少） △728 2,462

 未払消費税等の増減額（△は減少） 1,712 △1,734

 未払揮発油税等の増減額（△は減少） △1,082 △20,358

 その他 △443 261

 小計 6,489 △956

 利息及び配当金の受取額 5 6

 利息の支払額 △84 △233

 法人税等の支払額 △6 △646

 法人税等の還付額 548 2

 営業活動によるキャッシュ・フロー 6,952 △1,827

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 有形固定資産の取得による支出 △793 △2,098

 その他 △21 △6

 投資活動によるキャッシュ・フロー △814 △2,105

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入金の純増減額（△は減少） △4,200 4,050

 長期借入金の返済による支出 △867 △867

 配当金の支払額 △497 △497

 少数株主への配当金の支払額 - △39

 その他 1 3

 財務活動によるキャッシュ・フロー △5,563 2,648

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 574 △1,285

現金及び現金同等物の期首残高 4,290 5,591

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1  4,864 ※1  4,306
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【注記事項】

(追加情報)

（税効果会計に使用する法定実効税率の変更）

 平成26年３月31日に「所得税法等の一部を改正する法律」（平成26年法律第10号）が公布され、平成26年４月

１日以後開始する連結会計年度から、復興特別法人税が前倒しで廃止されることになりました。これに伴い、平

成27年１月１日以後開始する連結会計年度において解消が見込まれる一時差異等について、その繰延税金資産及

び繰延税金負債を計算する法定実効税率は、38.0％から35.6％に変更されます。

 この税率変更により、当第２四半期連結累計期間において、繰延税金資産が57百万円減少、繰延税金負債が0百

万円減少、その結果、法人税等調整額が56百万円増加しております。

　

(四半期連結貸借対照表関係)

 

※１　たな卸資産の内訳

 
前連結会計年度
(平成25年12月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成26年６月30日)

商品及び製品  1百万円  0百万円
原材料及び貯蔵品  2,179百万円  2,699百万円

 

　

 
(四半期連結損益計算書関係)

　

　※１ 販売費及び一般管理費のうち、主要な費目および金額は以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成25年１月１日
 至　平成25年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成26年１月１日
 至　平成26年６月30日)

給与手当  139百万円  75百万円
租税公課  108  88 

賞与引当金繰入額  113  90 

役員報酬  44  44 

退職給付費用  44  21 

役員賞与引当金繰入額  2  2 

役員退職慰労引当金繰入額  0  ― 
 

 
(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

 
※１ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係　　

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成25年１月１日
 至　平成25年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成26年１月１日
 至　平成26年６月30日)

現金及び預金  4,632百万円  3,971百万円
預け金  231  334 

現金及び現金同等物  4,864  4,306 
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(株主資本等関係)

 

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間(自　平成25年１月１日　至　平成25年６月30日）

 

１． 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年３月25日
定時株主総会

普通株式 497 ４ 平成24年12月31日 平成25年３月26日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

 

　　　該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間(自　平成26年１月１日　至　平成26年６月30日）

 

１． 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年３月24日
定時株主総会

普通株式 497 ４ 平成25年12月31日 平成26年３月25日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

 

　　　該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 平成25年１月１日 至 平成25年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：百万円)

 

報告セグメント
調整額
（注）1

四半期連結損益計
算書計上額
（注）2石油事業 電気事業 計

売上高      

  外部顧客への売上高 9,402 5,238 14,641 ― 14,641

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

4,264 1,533 5,798 △5,798 ―

計 13,667 6,772 20,439 △5,798 14,641

セグメント利益又は損失（△） △204 558 354 ― 354
 

　　(注)1　調整額はセグメント間取引消去であります。

　　　　2　セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

 

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 平成26年１月１日 至 平成26年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：百万円)

 

報告セグメント
調整額
（注）1

四半期連結損益計
算書計上額
（注）2石油事業 電気事業 計

売上高      

  外部顧客への売上高 10,891 4,769 15,660 ― 15,660

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

4,121 1,825 5,947 △5,947 ―

計 15,013 6,594 21,608 △5,947 15,660

セグメント利益 36 387 423 ― 423
 

　　(注)1　調整額はセグメント間取引消去であります。

　　　　2　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成25年１月１日
 至　平成25年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成26年１月１日
 至　平成26年６月30日)

　１株当たり四半期純利益（円） 2.98 0.65

　（算定上の基礎）   

　四半期純利益（百万円） 370 81

　普通株主に帰属しない金額（百万円） ― ―

　普通株式に係る四半期純利益（百万円） 370 81

　普通株式の期中平均株式数（千株） 124,412 124,409
 

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式がないため記載しておりません。

 

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 

 

２ 【その他】

　特記事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成26年８月８日

東 亜 石 油 株 式 会 社

取　締　役　会　御　中

 

あらた監査法人
 

 

指定社員

業務執行社員
 公認会計士　 山　本　　昌　弘   印

 

 

指定社員

業務執行社員
 公認会計士 　田　邊　　晴　康   印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている東亜石油株式会

社の平成26年１月１日から平成26年12月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成26年４月１日から平

成26年６月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成26年１月１日から平成26年６月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、東亜石油株式会社及び連結子会社の平成26年６月30日現在の財政

状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示して

いないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　 上

 
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

 ２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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